
第 7４ 回大会 

キ リ ス ト 教 史 学 会 
 

日 時 

2023 年 9 月 16 日（土）・ 9 月 17 日（日） 

 

会 場：東北学院大学五橋キャンパス 

（〒984-8588 仙台市若林区清水小路 3-1） 

 

・JR「仙台駅」から徒歩約 15分 

・地下鉄南北線「五橋駅（東北学院大学前）」直結／ 

・バス停「五橋駅」から徒歩約 1分 

 

アクセスマップ：https://www.tohoku-gakuin.ac.jp/access/tsuchitoi.html 

 
＊受付（10:00～10:30）を済ませてから会場にお入り下さい。 

＊研究発表は 25分、質疑応答は５分です。発表者および司会者は時間厳守でお願いします。 

＊プログラムに変更が生じることがあります。 



第１日 ９月 16 日（土） 於：東北学院大学五橋キャンパス 

  

〔第一会場〕 ※講義棟 L608 教室（五橋キャンパス） 

開会式（10：30～10:50）            司会 会務理事 渡辺祐子 

挨拶                            理事長 小檜山ルイ 

歓迎の言葉                     東北学院大学 出村みや子  

オリエンテーション                東北学院大学 出村みや子 

 

研究発表Ⅰ（11:00～12:40）  

※２日間とも各発表間の移動時間（５分）を含めています。 

 

〔第一会場〕 ※講義棟 L608 教室（五橋キャンパス） 

司会 馬渕彰(日本大学) 

 

１ フワン・デ・ラ・ペニャ『対諸島民戦争について』に見られる布教理念 

―インディアス先住民に対する「信仰の強制」の是非― 

玉川大学 青野和彦  

２ ヘルウィスの神学的思想形成における３つの書簡の位置付け 

〜バプテスト教会黎明期のつながりと分裂〜 

  東北学院大学/関東学院大学 津田真奈美 

 

３ フィリップ・シャフの神学に見るアメリカ例外主義 

東北学院大学 藤野雄大 

 

 

〔第二会場〕 ※講義棟 L609 教室（五橋キャンパス） 

司会 中島昭子（捜真学院） 

 

４ 幻の史料「京坂信徒代表二十六殉教者列聖請願書」について 

早稲田大学 Bernat MARTI OROVAL 

 

５ パリ国立図書館蔵『サントスの御作業』の書き入れについて： 

17 世紀フランス東洋学との関係 

慶応義塾大学 折井善果 

 

６ パリ外国宣教会プティジャン神父のカトリック日本教区司教任命とその意義 

長崎外国語大学 宮崎善信 

 



写真撮影・昼食（12:40～14:00）  

総会・学会賞授与式（14：00～14：45）  講義棟 L608 教室（五橋キャンパス） 

学会賞受賞者研究発表（14:45～15:15）  

司会 李省展（恵泉女学園大学） 

トランスナショナル・キリスト教史研究の可能性 

－アメリカ日本人移民キリスト教と人種主義、1877～1950－ 

同志社大学 吉田亮 

休憩（15:15～15:30） 

公開シンポジウム（15:30～18:30）五橋キャンパス 押川記念ホール 

「平和憲法をつくった男・鈴木義男―東北とキリスト教―」 

共催：東北学院大学キリスト教文化研究所他 

 司会 大西晴樹（東北学院大学）  

 

基調講演：「鈴木義男の生涯―キリスト教との関係を中心に―」 

東北学院大学名誉教授 仁昌寺正一 

発題一「朝鮮人留学生との関係から見えてくるもの」 

東北学院大学 松谷基和 

発題二「大正デモクラシーと戦後民主主義をつなぐ―吉野作造から鈴木義男へ」 

  岩手県立大学宮古短期大学部 雲然祥子 

コメンテーター：東京大学・一橋大学名誉教授 油井大三郎 

質疑応答（17:45～18:30） 

懇親会（19:00～）  レストラン「MEINA」 

 

第２日 ９月 17 日（日）午前 於：土樋キャンパス 

 

礼拝（10：00～10：30） 於：ラーハウザー記念礼拝堂 

「東北学院史資料センター」見学（10:30～11:30） 



昼食 （11：30～12：45） 

 

研究発表Ⅱ（12:45～14：25） 於：五橋キャンパス  

 

〔第一会場〕 ※講義棟 L608 教室（五橋キャンパス） 

司会 渡辺祐子（明治学院大学） 

 

７ カンタベリ大司教トマス・ベケットの列聖：列聖教書の比較研究  

愛知大学 小野賢一 

 

８ 宣教課題としての戦争と平和 

～アッシジのフランチェスコにおける宣教理念の変遷～ 

福岡女学院看護大学 金田俊郎  

 

９ 『聖書は英語であるべきか』に見るスタンディッシュの神学 

――メアリ 1世のカトリック復興期における反動と刷新 

上智大学中世思想研究所 石川雄一 

 

 

〔第二会場〕 ※講義棟 L609 教室（五橋キャンパス） 

司会 三好千春（南山大学） 

 

10 パリ外国宣教会における上海の位置付け－日本で活動した宣教師を中心に－ 

法政大学 ル・ルー清野 ブレンダン 

  

11 キリスト教諜者安藤劉太郎における国家と宗教 

 大谷大学 狭間芳樹 

 

12 松山高吉の神学思想―国学とキリスト教の影響関係 

東京大学大学院 服部直美 

 

休憩（14:25～14:35） 

研究発表Ⅲ （14:35～16:15） 

〔第一会場〕 ※講義棟 L608 教室（五橋キャンパス） 

司会 辻直人（和光大学） 

 

13 賀川豊彦による神の国運動と野村彦忠 

中央学院大学 黒川知文 

 

14 治安維持法による戦時下キリスト教弾圧―灯台社から続く再臨の問題を中心に― 

  立教大学 川口葉子 



15 三浦政治の教育活動と内村鑑三の影響 

北星学園キリスト教センター 鈴木仁 

 

 

〔第二会場〕 ※講義棟 L609 教室（五橋キャンパス） 14:35～15:40 

 

司会 徐正敏（明治学院大学） 

 

16 大正改訳「ヨハネ傳福音書」における新約聖書改訳会訳の影響をめぐって 

宮城学院中学校高等学校 今高義也 

 

17 大韓イエス教長老会（統合）の日本伝道５０年の歴史と展望 

新島学園短期大学 李元重 

 

〔第一会場〕 ※講義棟 L608 教室（五橋キャンパス） 

閉会式（16:15～16:30）             司会 専務理事 小川早百合 

 


